
トラック１ 

 

うん、似合ってるよ♪ 

どうしたの？そんな顔をして。 

ふぅーん、キミには記憶がないんだ。 

 

そっかぁー。じゃあ、教えてあげるね♪ 

ボクは兎塚ラビナ。兎⼈族さ。 

 

ほら、兎の⽿に、兎の尻尾も⽣えているでしょ？ 

⼈間ペットショップでキミを買った、 

キミの飼い主なんだ♪ 

 

この世界はね、⼈間を異種族が飼う世界で、 

キミはボクに愛玩動物兼種雄として買われたんだ。 

 

あははっ、意味が分からないって？ 

そう⾔われてもそれが事実なんだから。 

 

え？ペットを種雄にして良いのかって？ 

 

⼤丈夫、同族よりも⼈間の⽅が良いって⾔う牝は、少なくないんだよ？ 

ちなみにボクは―― 

 



うふふっ♪ 

ボクってすっごく性欲が強いんだぁー。 

それに愛情も深くってね？ 

番にする牡は、こんな⾵に部屋に閉じ込めて 

ずぅっとボクだけが愛でていたいっていう願望があったんだ。 

 

流⽯に同族にそんなことは出来ないんだけど、 

ペットなら？ 

 

――うふふっ♪ 

その顔、分かったみたいだね。 

 

⼤丈夫、怖くないよ。 

ボク、キミのこと、好みだからさぁ、 

たぁっっっぷり、ここで優しく愛でてあげるから、ね？ 

 

たっくさんボクとエッチなことして、 

ボクにいっぱい⼦兎を産ませてね？ 

ふふっ、こわくなーい、こわくなーい。 

 

じゃあ、早速、 

味⾒、しちゃおっかな♪ 

  

 



トラック２ 

 

あはぁっ♡ 

押し倒されちゃったねぇ。 

 

兎⼈族は 

⾮⼒な⽅だけど、 

⼈間よりは全然⼒は強いんだよ。 

逃げようとしたって無駄無駄ぁ。 

 

それに、窓もはめ殺しだし、 

この部屋の出⼊りには 

ボクの虹彩認証が必要さ。 

キミは絶対に逃がさないんだから。 

 

まあ、どうしても嫌って⾔うのなら、 

流⽯に考えなくもないけど―― 

ペットショップに返品して、 

また別の⼦を 

探してもらわないとなぁ。 

 

だけど、ボク、キミのこと 

もう気に⼊っちゃってるし―― 

 



そ・れ・に、……ふふ、 

ここ、硬くなってるよ？ 

 

こんな⾵に押し倒されてるのに 

こうなってるって、 

キミも満更でもないんじゃないか♪ 

 

じゃあ……、 

 

ンッ、ちゅっ、 

キミの唇、美味しい……。 

これだけでもう 

相性が良いって分かっちゃうよ。 

 

ほら、⾆、出して？ 

いっぱいペロペロしよ？ 

ふふ、お利⼝。 

キミも乗り気じゃないか。 

 

ンれろぉ……。 

ちゅっ、くちゅっ、れりゅぅっ、 

はぁっ、キミの⾆も唾も美味しい…… 

 

レロレロ……、 



ペットショップの店員さんも 

良い⼈間を選んでくれた…… 

 

ちゅるぅっ。 

 

はぁっ、はぁっ、キミ、 

本当に美味しいねぇっ、 

⼝の中も、 

 

れりゅぅううッ、ンッ、 

ぢゅるっ、れちゅっ、れちゅっ……。 

ぢゅぞっ、ぢゅぞぞぞぞぞぞぉっ。 

 

ああっ、唾、美味しい……、 

いつまでだって吸っていられるよぉ♡ 

 

でも、他の場所も味わいたい…… 

 

ンれろぉ……、 

⾸も美味しい…… 

 

レロっ、ちゅっ、ちゅっ。 

ぴちゃっ、ぴちゃあっ。 

 



ボクの痕を付けちゃえ、 

 

ちゅーーーっ、ぱぁっ♡ 

ふふっ、キスマーク、 

上⼿についた。 

キミは、ボクのものなんだからね。 

 

ほら、脱がすよ？ 

 

……ふふ、乳⾸、 

美味しそう…… 

 

ちゅっ、 

アハっ♪びくんってした♪ 

感じちゃった？ 

可愛い…… 

その反応、ボク好みだから。 

 

キミのこと、 

ますます気に⼊っちゃった。 

こんなの、⼿放せないよぉ。 

 

レロっ、 

キミ、乳⾸も美味しい……。 



 

ンれろぉ……レロレロ、 

ちゅぅうッ。 

レロレロっ、 

たまらないっ、 

病み付きになっちゃう…… 

 

ちゅぅッ。 

 

はぁっ、はぁっ、 

じゃあ、反対の乳⾸も…… 

 

ちゅっ、れろぉ……。 

はぁっ、ンっ、 

 

美味しいっ、美味しいぃっ。 

 

あむっ、ちゅっ、ちゅっ、 

ぇろっ、 

いっぱい、 

いっぱいペロペロしたいっ、 

キミのこと、 

隅々まで愛したいっ♡ 

 



チュッ、ぇろッ、レロっ、 

ちゅるるるるるるぅっ。 

ちゅぽんっ♪ 

 

ふふっ、期待、してるね？ 

おちんちん、ズボンの中で 

びくんびくんしてる。 

脱がしちゃうよ♡ 

 

……あはぁ♪ 

すっごぉい、 

スンスン、この匂い、 

⼦宮にキュンキュンくるぅ♡ 

 

それに、この太さに⻑さ、 

カリ⾼だって――素敵♡ 

 

はぁっ、はぁっ、もっ、らめぇっ、 

味⾒で、済まなくなっちゃうっ。 

 

美味しそう……、 

いただきまぁーっす♪ 

 

あむぅっ、ンッ、 



ぢゅるぅッ、ぢゅろッ、 

れろれろぉっ。 

 

アァッ、美味しいぃっ。 

良いよ。キミのおちんぽ、 

最⾼だぁっ。 

 

レロっ、れろぉっ……、 

この竿の味だって、 

⾦⽟の味だって…… 

 

レロレロ……。 

 

はぁっ、はぁっ、⼦宮、 

キュンキュンして 

⽌まらないのぉっ。 

 

あむッ、ぢゅるッ、ぢゅぞッ、 

ぢゅっぽっ、ぢゅっぽっ。 

ふはぁあっ、 

我慢汁、美味しいッ。 

 

ぢゅるぅッ、ンンンッ。 

ぢゅぅうーーーッ！ 



ぷはぁっ、はぁっ、はぁっ、 

はむっ、ぢゅっぽっ、ぢゅっぽっ、 

ぢゅぞぞぞぞぞぞぉッ！ 

 

ぢゅるっぽッ、ぢゅるっぽぉッ、 

ぢゅーっ、ぽんっ！ 

 

ふふっ、おちんちん、 

すっごいビクビクしてるぅ。 

 

もしかして、もうそろそろ 

射精しちゃいそう？ 

 

でもだぁーめっ。 

射精するときは、 

ボクのお⼝じゃなくって、 

おまんこで、ね？ 

 

出そうになったら無理⽮理⽌めて、 

ボクのおまんこの中で 

射精させてあげるんだから。 

 

あむっ、ぢゅっぽっ、ぢゅっぽっ…… 

ぢゅぞッ、ぢゅるるるるるぅッ、 



ぢゅぼっ、ぢゅぼッ。 

 

あははっ、キツい？ 

でも、我慢我慢。 

 

ぢゅぶぅッ、ぢゅぞッ、 

ぢゅるるるるるるぅッ、 

ぢゅぞぉッ。 

 

あははっ、根元を抑えてるから 

出せないよねぇ、 

苦しい？ 

じゃあ、そろそろ…… 

 

ンぢゅるっ、 

ヂュッ、ぢゅぞぉッ！ 

さぁっ、 

ほらっ、ボクのおまんこだよ。 

⼊れて、あげるからぁ。 

ンぁあッ！ 

 

良しっ！ 

 

 



あぁッ、アッ、出て、るぅ……、 

ボクのおまんこの奧で、 

いっぱいぃ……。 

 

あはぁっ、熱くって、 

どろっとしてぇ……、 

まだ、ビクビクしてるぅ……。 

 

え？⾚いものが垂れてる？ 

うん、そうだよ。 

キミが初めてのボクのペットだよ♪ 

 

アッ、おちんちん、 

びくんってしたぁ……♪ 

ふふっ、痛いのも、 

気持ち良い……♪ 

 

はぁっ、はぁっ、 

全部、出た？ 

スッキリ、した？ 

あははっ、それは良かった。 

 

……でも、ね？ 

これで終わりじゃないんだよねぇ♡ 



トラック３ 

 

何スッキリしちゃった 

顔してるのかなぁ？ 

 

ボクのおまんこに 

⼀回出しただけで 

終わりだと思ってるの？ 

 

あははっ♪ 

知ってるんだよぉ、 

キミがまだまだ出来るってこと。 

 

何せ、性欲の強い⼈間って⾔って、 

ペットショップの店員さんに 

勧めてもらったんだからぁ。 

 

ほらっ、その証拠に……ンぅッ。 

 

ほらっ、ほらぁっ、 

おちんちん、また硬くなぁーれっ♪ 

 

――あはぁ♪やぁっぱり。 

ボクの中で⼤きくなってきた♪ 



 

それとも、ボクのおまんこが 

そんなに気に⼊ったのかなぁ？ 

 

え、そうなの？ 

本当に 

ボクのおまんこを気に⼊った？ 

……ちょっと照れるな…… 

オホン。 

 

でも、それならキミも 

嫌じゃないってことだよねぇ。 

じゃあ、また……ンッ、あぁんッ。 

 

……アァッ、 

もうこんなにガチガチでぇ……。 

はぁっ、はぁっ、 

ンっ、くふぅうウンッ。 

 

キミのおちんちんっ、 

アぁッ、良い所に擦れて…… 

ふぁあッ、良いっ、良いよぉ、 

このおちんぽ良いのぉ、 

キスして思ったけど、やっぱりボクらの相性最⾼ぅ。 



 

ンひぃいッ、……ほ、欲しい所に 

ぴったりと来てくれるぅ……。 

 

処⼥膜破ったばかりでも、 

すっごい気持ち良いよぉ。 

 

ンぁッ、あぁあッ、 

このまま、このちんぽ 

⼊れたままでいたいぃ…… 

おホぉッ、はぁっ、はぁっ、 

たらまないぃ……、 

もっと、もっと激しく感じたいっ。 

 

アッ、アッ、おちんぽっ、 

おちんぽビクビクしてるのぉッ！ 

 

ボクのおまんこの中で…… 

ンぁッ、あぁああアンッ、 

おっぱいも 

ぶるんぶるん揺れちゃって…… 

キミの視線も感じて 

気持ち良いよぉッ。 

 



ひぃいッ！キミも 

突き上げてきてくれて…… 

アッ、オほぉおオンッ！ 

 

突いてぇ、もっと突いてぇ、 

ンぉッ、おッ、 

おホぉオオオ〜〜〜ッ！ 

 

……ンっ、はぁっ、はぁっ。 

イっ、ちゃったぁ……。 

 

でも、ボクがイく時にキミ、 

出してくれなかったんだぁ……。 

⼀緒にイきたかったなぁ……。 

 

キミ、乳⾸舐められるの 

好きだったよねぇ、 

じゃあ、 

レロっ、 

ふふっ、おちんぽが 

ボクの中でびくんってしたぁ……。 

 

レロっ、ちゅぅっ、 

乳⾸、気持ち良くシて、 



キミもイかせてあげるんだからぁ…… 

 

ちゅぅっ、レロレロ……、 

反対側の乳⾸もぉ……、 

 

ちゅっ、 

キミの乳⾸に、 

ボクの⾆の感触、 

刻みつけてあげるんだからぁ…… 

 

レロぉっ。 

 

ふふっ、おちんぽ 

ビクビクしてるよぉ…… 

 

ちゅっ、レロレロ…… 

でも、ンッ、あぁッ、 

ボクの⽅が、 

我慢できなくなっちゃいそうぅ……。 

はぁッ、ンッ、あぁあンッ……。 

 

ちゅっ、レロレロ…… 

はぁッ、乳⾸じゃなくって、 

キミの⾆を吸いたい、唾を呑みたい…… 



 

ンッ、ちゅっ、ぇろっ、れろぉッ。 

……うん、美味しい……。 

 

もっとたっぷりと⾆を絡めて、 

とろとろになろう？ 

 

ボクのお尻も揉んで良いから…… 

ンッ、ふふっ、躊躇わずに来たね♪ 

良いよ、もっと、 

ぐにぐにって揉んで、 

ボクにキミの⼿形を刻み込んで…… 

アァッ。 

 

おちんぽもビクビクしてるのぉ……。 

 

はぁッ、はぁッ、 

もっと、もっとボクのおまんこ 

パンパンしてぇ、突き上げてぇ、 

 

ンッ、ちゅっ、レロッ、れろぉっ……。 

はぁあッ、 

上も下も蕩けちゃいそうぅ……。 

 



ンちゅっ、レルレル……。 

アァッ、アァッ、良いのぉ、 

このままパンパンされて、 

奧でびゅるびゅる 

射精されたいのぉ、 

アッ、オほぉおオンッ！ 

 

ちゅうッ、ちゅるぅうウッ！ 

もッ、イくぅッ、 

ボク、イっちゃうぅッ、 

⼈間ペットに 

おまんこパンパンされて、 

イっちゃうのぉ、 

 

アァッ、おちんぽ膨らんだぁ、 

出るのぉ？出るんだねぇ、 

⼈間ペットの特濃精⼦ぃ、 

いっぱい、いっぱい 

ボクの中に注ぎ込んで、 

可愛い⼦兎を産ませてよぉ、 

ンぁッ、おホぉおオッ！ 

 

アッ、あぁああア〜〜〜ッ、 

おほぉおおオ〜〜〜ッ！ 



イくぅうウッ！ 

イっちゃうぅウッ、 

 

ンちゅっ、レロッ、 

れちゅッ、ぢゅるぅッ、 

ひぃいッ、このままッ、 

このままイかせてぇッ、 

それでッ、ボクのおまんこに、 

キミの、⼦種汁を、 

オッ、おホぉおおおオ〜〜〜ッ！ 

 

アァッ、出てるぅ、 

どくっ、どくってぇ……、 

 

⼈間精⼦が 

兎⼈族の 

おまんこの中にぃ……、 

ンぁッ、いっぱい、 

いっぱい注ぎ込んで、 

ボクを、孕ませてぇ…… 

ンぁッ、……ンふふふふぅ♪ 

 

いっぱい、 

ボクの中に出してくれたね。 



 

良いよぉ、キミは 

いい⼦のペットだよぉ。 

 

このまま、この部屋の中で、 

ボクに飼われて、 

いっぱい気持ち良いことをして、 

いっぱい、ボクに 

可愛い⼦兎を産ませてねぇ、 

逃がさないんだから。 

ンふっ、ンふふふふふぅっ♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



トラック４ 

 

ただいまぁ〜。 

お利⼝にしてたかな、 

ボクの愛しいペットくん♪ 

 

離れている間もぉ、 

ボクの⼦宮はキミの 

おちんぽと⼦種汁が欲しくって、 

ずっと、ずぅっと 

キュンキュン寂しがっちゃってぇ。 

 

ン？どうして 

ビクってしたのかなぁ？ 

 

ボク、怖くないよぉ？ 

キミはただでさえ 

性欲も精⼒も強いペットだし、 

その上で精⼒増強剤も 

使ってあげてるでしょう？ 

 

ちゃんと、いっぱい愛しているし、 

気持ち良くしてあげている。 

不満なんてない筈だけど……。 



 

うん、じゃあ、 

今⽇は優しく 

シてあげることにしようかな？ 

 

でも、普段からボク、 

優しくシてあげている 

筈なんだけどなぁ？ 

 

ま、良いや。 

服を脱いで、と。 

 

あははっ、キミ、 

ボクの裸に 

⽬が釘付けだよぉ？ 

 

そんなに 

気に⼊ってくれていて 

ボクも嬉しいよ。 

 

ほらほら、 

ベッドに座ったボクの 

股の間においでよ。 

 



……うふふ、 

ビクッとはしていたけど、 

素直に来てくれるんだから、 

キミもしっかり 

期待してくれているんじゃないか。 

 

それなのにビクッてするなんて、 

キミは酷い男だなぁ。 

これはたっぷりと、 

 

優しくシてあげないと…… 

ね？ 

 

おちんちんも、 

もうこんなに硬くってぇ…… 

はぁ、ン……、 

 

分かる？ 

ボクの乳⾸、 

硬くなってキミの背中に当たってるの。 

 

ほら、ギューッて。 

ボクのおっぱい、⼤きいから、 

キミの背中から溢れちゃう。 



――あははっ♪ 

キミのおちんぽ、 

びくんっ、びくんってして、 

とぉっても悦んでるよ？ 

 

じゃ、あ、いっぱい、 

いっぱいおちんちん、 

シコシコしてあげるね？ 

 

⽿も、舐め、ながらぁ…… 

 

レロッ、ぴちゃっ、ぴちゃっ…… 

 

ふふふ、おちんちん、 

ボクの⼿に握られて、 

ビクンビクンしてる。 

 

乳⾸舐められるのも、 

⽿を舐められるのも、 

キミ、好きだもんねぇ……、 

 

レチュっ、れちゅっ……。 

はぁ、ンッ、ボクもキミの 

おちんちんしこしこしてると、昂奮してきちゃう……。 



 

レロっ、ぴちゃあっ……。 

 

キミの逞しい背中に 

おっぱいと乳⾸を擦りつけて、 

ボクも気持ち良いんだからぁ…… 

アッ、ぅうんっ……。 

 

ちゅっ、ちゅっ。 

 

竿だけじゃなくって、 

タマタマもモミモミしちゃう。 

ここでキミの美味しい⼦種汁を、 

いーっぱい、 

作ってるんだよねぇ……、 

もみ、もみ。 

 

ンれろぉ……。 

 

はぁっ、はぁっ、 

ほぉら、しーこ、しーこぉ……、 

 

ちゅっ、ぇろっ、くちゅうっ。 

ふふっ、我慢汁、溢れてきた……♪ 



キミは我慢汁も美味しいから、 

こうして垂れ流しにしちゃうのは 

もったいなく思っちゃうよ。 

 

チュレロぉ……。 

 

はぁっ、はぁっ、 

おちんちんビクビクして、 

とっても可愛いんだからぁ…… 

 

ちゅぅッ、レルっ、れちょぉっ……。 

 

こっちの⽿も、 

してあげないと寂しいよね。 

 

ンッ、れろぉッ、 

ちゅっ、ちゅくぅっ……。 

れちょっ、れちょっ……。 

ちゅぞぞ……。 

 

はぁっ、はぁっ、もっ、ボクも、 

昂奮し過ぎてたまらないよ。 

 

ずっと、感じてるよね？ 



ボクの乳⾸、ビンビンに 

尖り切っちゃって、 

すっごく切ないんだぁ…… 

あぁンッ。 

 

レロちゅっ、ちゅぞぞっ……。 

 

はぁっ、はぁっ、キミに 

おっぱい揉んで 

吸ってもらいたくって、 

たまらなくなってるんだ。 

 

今はまだ出ないけど、 

⺟乳だって、キミに吸って、 

飲んでもらいたい。 

だから、はやく、 

ボクを孕ませてぇ……ンッ、 

 

ちゅっ、レロッ、ちゅくぅッ、 

ちゅくっ、ちゅくっ、 

ちゅぞぞぞぞぞぞぉッ。 

 

ふふふ、おちんちん、 

とってもピクピクしてる♪ 



出したいの？ 

 

ちゅっ。 

 

このままボクの⼿で、 

おちんちんシコシコ、 

タマタマもみもみ、 

お⽿ペロペロされながら、 

びゅーって 

お射精しちゃいたいのぉ？ 

 

ちゅれろぉっ……。 

 

でも、だぁーめっ。 

射精するときは、 

ちゃんと、 

ボクのおまんこで、ね？ 

 

ちゅうっ♡ 

 

うふふふふぅっ♪ 

おちんちんが 

ビクビクってして 

返事をしてくれたよ？ 



 

キミもボクの 

おまんこの中で出したいんだ。 

 

良いよ、いっぱい出して、 

ね？ 

 

ちゅっ、れろぉっ……。 

 

ほら、もうそろそろ 

出そうだったら、 

いつもボクがしているように、 

⾃分で 

おちんちんの根元を抑えて……、 

 

そうそう、それで、 

我慢の限界になったら 

ボクに教えて？ 

おまんこに、射精、 

させてあげるから、ね？ 

 

ちゅれろぉっ。 

 

ほぉーら、しこ、しこ……、 



 

ちゅっ、レロっ、ぴちゃあ……、 

おまんこ以外で 

お漏らししちゃわないように、 

⾃分の⼿で、しっかりと 

おちんちんの根元を抑えてぇ…… 

 

レロレロ、 

ちゅぞぞぞぞぞぞぉっ……。 

 

あぁっ、あぁっ、おちんちん、 

びくんびくんして切なそうっ。 

 

出したい？出したいの？ 

ボクにしこしこされて、 

このおちんちんから 

びゅーって 

射精しちゃいたいの？ 

 

あはぁっ♪ 

もう出ちゃいそう？ 

 

じゃあ、ちゃんと⾔って？ 

ボクの、ラビナのおまんこで射精したいって。 



 

ラビナのおまんこで射精して、 

孕ませて、 

いっぱい⼦兎産ませたいって。 

 

ほら、ほらぁ、 

 

ちゅるるるるるるぅっ。 

 

よく⾔えましたっ！ 

 

ほらっ、 

後ろからおちんちん⼊れて？ 

 

それで、 

ボクの奧にびゅるるるるぅって。 

 

ンぁッ、あぁああアンッ！ 

 

良しっ！ 

 

ンぁッ、出て、るぅ……、 

どくっ、どくってぇ……、 

いっぱい、キミの⼦種汁がぁ……。 



 

はぁっ、ンッ、 

ボクのおまんこに射精出来て、 

偉い偉い。 

 

また、いーっぱい、 

気持ち良くさせてあげるから、ね？ 

 

それとも、まだこのまま、 

ボクのおまんこに、 

パンパンしちゃう？ 

うふっ、うふふふふふぅっ♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



トラック５ 

 

おや、おはよう。 

まだ寝ていて良いよ。 

今⽇は休みの⽇だからね。 

ボクもこうしてキミと⼀緒に 

ダラダラと微睡んでいられる。 

 

⼀⾜先に起きたボクは、 

じっっっくりとキミの寝顔を 

堪能させてもらっていたけれど―― 

 

って、あははっ、 

そんなにボクのおっぱいに 

ぐりぐりと顔を押し付けてきて。 

 

昨⽇もしっかりと搾り獲ったのに、 

起きたばっかりで 

ボクを求めてくれるのかい？ 

 

朝⽴ちもしっかり 

しているみたいだし…… 

嬉しいよ。 

 



しっかりとボクに 

夢中になってくれて。 

 

ボクはキミのことが⼼配だし 

⼀⼈占めにしたいから、 

この部屋から出すわけには 

いかないけれど、 

 

こうやって 

求めてくれるようになって、 

安⼼もしているよ。 

 

これからも、いっぱいいっぱい 

エッチなことをシていこう…… 

 

あぁんっ♪ 

おっぱいに吸い付いてきて…… 

ふふっ、もう我慢 

できなかったんだね♪ 

良いよ。 

 

……ンぁっ、乳⾸、 

勃っちゃう……ンぅ、 

キミにおっぱい吸われるの、 



気持ち良い……。 

 

良いよ、もっと、 

吸って……ンぅッ、 

ペロペロされるの、 

気持ち良い……。 

 

⾚ちゃんにおっぱいあげる 

予⾏演習にもなるけれど、 

これはエッチすぎかなぁ？ 

 

……ふふ、おちんちん、 

ガチガチだ。 

ボクの太腿に当たって、 

ピクピクしながら 

お汁を漏らしているよ？ 

 

……ンぁッ、 

そんなに揉んでもボク、 

まだおっぱい出ないからぁ、 

キミの頑張り次第だから、ね？ 

 

ンッ、アッ、くふぅんっ、 

おっぱいの吸い⽅、すっごく上⼿になった…… 



ンぅッ、もっと、 

吸って、揉んで、舐めてぇ……。 

 

アァッ、⽢噛みしても 

良いんだからぁっ。 

 

ンぁッ、はぁっ、はぁっ、 

ボクもお汁が溢れて、 

昂奮してるぅ……。 

ンッ、ンンンッ……。 

 

ふぁっ、キミは 

おっぱいだけじゃなくって、 

お尻も好きなんだよねぇ。 

むにむにと無遠慮に揉んで……。 

あぁんっ。 

 

まあ、ボクも 

求められて悪い気はしない、 

というか、もっと、 

もっと求めてもらいたい……。 

ンッ、……こら、 

尻尾はぁ……アッ、ンくぅっ。 

 



はぁっ、はぁっ、 

おっぱい吸われながら 

尻尾も弄られて、 

ボク、とっても 

体が熱くなってきたよ。 

 

ンぅ……、腰、動いちゃう……。 

キミのおちんぽがとっても 

欲しくなってしまってる……。 

 

はぁんっ、キミのおちんぽも 

ピクピクとして、 

もうボクに 

挿れたいんじゃないのかな？ 

 

良いよ、 

ボクのおまんこに、 

おちんちん、挿れて？ 

 

あぁああアンッ！ 

⼊って、きたぁア……、 

ンくっ、あぁんっ！ 

 

ボクに覆い被さりながら、 



おっぱいちゅうちゅう 

吸いながら腰を動かすなんて。 

 

……あははっ、交尾も、 

授乳の練習も 

いっぺんに出来て、 

良い感じだね♪ 

 

ンッ……あぁッ、 

おちんちんっ、⼤っきいっ。 

 

……あぅッ、ボクの 

おまんこの壁を抉られて…… 

ひぃっ、降りてきている⼦宮、 

押し上げられちゃってるのぉ、 

ンぁあッ、奧も、 

ぐりぐりってくじかれて、 

気持ち良い……。 

 

アァッ、あぁっ、 

……激、しく、 

なってきたぁ……っ。 

 

ンぅッ、キスぅ、 



キスしようよぉ、 

キミがボクに夢中なようにぃ、 

ボクだって 

キミに夢中なんだからぁ…… 

 

ンッ、ちゅるっ、 

ちゅくっ、ちゅぷぅっ……。 

 

はぁっ、はぁっ、 

おまんこも、⾆も、 

気持ち良い…… 

 

ンちゅっ、レルレル……。 

 

唾ぁ、唾、飲ませてぇ、 

キミの唾、たっぷりと 

ごっくんしたいのぉ……ンぅッ、 

 

ぢゅるっ、……ンくっ……ごくんっ。 

はぁっ、まだ、まだぁ……、 

⾜りないのぉ…… 

 

ンンンッ、……ぢゅるっ、 

ぇろっ、れろぉっ……、 



あむっ、 

れちゅっ、れちゅぅっ……。 

 

はぁっ、はぁっ、ふぁあンッ、 

おちんちん、逞しいのぉ……ひぃッ、 

 

頭、⾺⿅になってぇ、 

……もうキミのおちんちんと、 

孕むことしか 

考えられなくなってるのぉ……、 

ンホぁあアンッ！ 

 

アッ、ンぉッ、ほぉおおオンッ！ 

もっとぉ、もっとズボズボ 

ぐちゅぐちゅしてぇ……、 

それで、ボクを、 

孕ませてぇえ……。 

 

……アッ、アッ、 

ンぉッ、おホぉおオンッ！ 

 

……ほぉッ、アッ、 

ンほぉおおおおオ〜〜〜ッ！ 

 



ひぃいッ、イってるぅっ、 

イってるからぁッ、 

もっと、 

もっともっともっともっと 

ボクをイかせて、 

おかしくさせて、 

ンぉッ、ほぉおッ！ 

 

それで、奧でいっぱい、 

びゅるびゅる注ぎ込んで、 

孕、ませ、てぇえッ！ 

ンほぉおおオ〜〜〜ッ！ 

 

ンぁッ、あぁあッ、 

……出て、るぅ……。 

いっぱい、いっぱいぃ……。 

 

キミの特濃⼦種汁、 

おまんこの、奥深くにぃ…… 

ンァッ、孕んだぁ……、 

これ、絶対孕んだよぉ……。 

 

うふふ♪ 

もしもまだ孕んでなかったら、 



まだまだ注ぎ込んでもらえば 

良いわけだから……。 

 

これからも、よろしくね、 

ボクのペット。 

 

これからも、優しくいーっぱい、 

気持ち良くしながら、 

飼ってあげるんだからぁ。 

 

ンふっ、ンふふふふふぅっ……♪ 


